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　また今年も、梅雨の時季がやってきました。雨の予報を見るだけで憂鬱
な気分になる人も少なくないはず。私も元々、雨の休日は一歩も外出しな
いことが多かったのですが、趣味で写真を始めてからは「雨の日ならでは」
を見つけに外へ出るようになりました。草花に寄り添う滴や、水たまりに
反射する風景には、晴れの日には見られない輝きが。梅雨だからこそ、普
段目を向けない「雨の日ならでは」を探しに出掛けてみませんか。

編集後記

第 回12

歴史と伝統文化のまち「成田」には、さまざまな分野で活躍した人や郷土の発展のために尽くした人がたくさん
います。先人たちの生き方からふるさと成田の歴史に触れ、未来へ大きく羽ばたく指標となれば幸いです。

石川照勤という人
　石川照勤は、明治2（1869）年10月10日、印旛郡坂戸村（現
在の佐倉市）に父中村又十郎、母ヨシの次男として生まれ、幼
名を兵蔵といった。その後、埼玉県川越市の本行院の住職であっ
た石川照温の養子となった。
　明治11年、9歳で成田山新勝寺に入り、第13世新勝寺貫首
の原口照輪の下で得度し、名を照勤と改めた。照輪は、広く和
漢に通じた師であったことから、照勤も影響され、知らず知ら
ずのうちに学ぶようになっていた。同12年から13年までの間、
直弥村（現在の佐倉市）の宝
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中学林（仏教徒のための教育機関）で、同

19年から3年間、東京の同人社で学んだ。さらに、同20年に
は仏教哲学者の井上円了が創設した哲学館（現在の東洋大学）に
入学し、同23年に第1期生として卒業した。円了とは、師弟関
係を結び、成田山貫首の時代にも多くの指導と影響を受けた。
　明治26年、修学最後の段階として、真言宗新義派大学林（現
在の大正大学）において、真言の学問を修了した。

第15世新勝寺貫首となる
　こうして学業をおえた照勤が成田に帰って青年僧侶として

活動して間もなく、第14世新勝寺貫首の三池照鳳（広報なりた
3月15日号掲載）が体調を崩し、その後任に推薦され、明治27
年1月31日、25歳で第15世新勝寺貫首となった。
　明治31年3月、照勤は外国に遊学へ出た。アメリカでは宗教、
欧州では宗教と教育の実情を視察、帰途のインドで仏跡を巡拝し
た。海外視察では宗教の状況を見ることが目的であったが、教育
などの分野についても見識を広め、その後の活動に生かした。
　明治31年10月、県内で初の私立中学となる成田中学校（現
在の成田高校）が開校され、成田の教育機関の中心として発展
を遂げた。同33年4月に照勤が帰国し、同34年1月に成田図書
館（現在の成田山仏教図書館）を、同38年4月には、年少者教育
の必要性を考え、成田幼稚園を設立した。また、同41年には
成田山女学校（成田高校に統合）を設立。同年に千葉感化院を新
勝寺裏に移転し、成田山感化院とした。この五大事業の完成に
よって、成田町の文化教育の発展に寄与するだけでなく、取り
組みが先進的であったため、成田山の名を全国に広めることと
なった。大正4（1915）年、五大事業完成記念として、本尊の
開帳を行い、大
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　大正12年春、不治の病にかかり療養生活となり、同13年1
月31日、56歳で遷

せん
化
げ
。成田祇園祭などで披露される本町・仲

之町の山車の前面には、照勤直筆の額が飾られている。
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　印旛郡坂戸村（現在の佐倉市）に生ま
れ、25歳の若さで第15世新勝寺貫首と
なる。当時の成田中学校、成田図書館、
成田幼稚園、成田山感化院、成田山女
学校の五大事業を完成させた。また、成
田山公園の開設工事に着手し、成田山
の宗教的使命達成と地方文化の向上に
多大な功績を残した。

明治2年〜大正13年（1869〜1924）
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参考：『成田市史』近現代編、『新修成田山史』（成田山）
右上／本町の山車の額『勇武』　右下／仲之町の山車の額『妍
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左／設立当時の成田幼稚園（『成田の歴史アルバム』より）


